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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· 今週の予定ですが、３月３１日、消防訓練、４月１日、入社式があります。

· 本日、ピアレビューが１６時からあります。東病棟から橘ＭＮｓと東主任が出席します。また、１６時から行事委員会あります。高橋ＭＮｓと阿部ＭＮｓが出席します。

· 各ユニットのＰＨＳですが、ＡユニットのＰＨＳはＡユニットの担当のスタッフ、ＢユニットのＰＨＳはＢユニットの担当のスタッフが持ってください。又、休憩時はＡユニットのＰＨＳは、服薬担当のスタッフ、ＢユニットのＰＨＳは合併症担当のスタッフが持って行動を

していきましょう。

＜隔離室使用患者様について＞

畑中　成夫様～土曜日入浴誘導の際ユニットホールのテーブル・椅子をひっくり返したり、室内に向かって吐薬することあります。又、昼食の際、御飯が来るのが遅いと話し、続け神のせいなんですと泣き崩れ話されています。日曜日はスッタフ応対比較的落ち着きはありますが、準夜帯に入り、大声で叫ばれる事あります。今朝、起床後、御飯を食べたか確認される事あります。本日は吐薬等無く、スタッフ応対時落ち着きあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　椅子をひっくり返す等、衝動的な行為が再び見られ始めています。その際はなぜその様な行為をしたのか、振り返りをして頂き、また、落ち着いて過ごされている時

　　　　　　は今まで通り評価していき、状態を見て退室時間を設けましょう。

砂葉　良子様～脱衣行為、大声で叫ぶこと続いています。また、食事摂取量の低下及び拒否が見ら始めています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　食事摂取量の観察と併用し、皮膚の状態の観察も行なっていきましょう。また今後も引き続き、夜間の睡眠状況の観察、脱衣行為があった場合は、衣類の着用をその都度促していきましょう。
木ノ下　ツヨ様～私物要求ありますが、落ち着きあります。夜間及び起床後、表情硬く眼光の
鋭く、開放要求あります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

            夜間の睡眠状況に合わせ、手指のしびれ、冷汗、顔面蒼拍等の低血糖の症状も


          注意し観察して下さい｡また、退室時、部屋の段差がある為、転倒に注意し誘導

　　　　　　　　を行なっていきましょう。

＜本多　富美様について＞


３月２６日、外泊時飲酒をし、服薬を怠薬し帰院されています。本人様より

退院が出来ない事への不満が原因で飲酒をしてしまった。と話されています


飲酒行為に対しての内省、生活リズムの改善の為、19:00西病棟Ａユニット

から東Ｄユニットへ転入となっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

転入後、服薬の拒否等は無いですが、食事は頑なに拒否し食べず、おやつ

　　　　　　　　のみを食べる等、不規則な面がある為、おやつはこちらで預かり、食事をきちんと食べて頂く様にしていきます。

＜措置入院患者様について＞


川村　和則様～3月23日6時、坂　貢様と口論となり、坂様に押され火災報知器がなる事があります。器物破損行為は無いですが、性的な発言聞かれます。性的な発言が聞かれた時は、記録に残していきましょう。

西川　和恵様～声掛けにて歯磨きを行なう事出来ています。今後も自ら来られた時は評価をし

来られない時は声掛けをして、毎日行える様継続していきましょう。
北山　幸博様～自室にて書き物をして過ごされる事多く、他患者様との関わり、スタッフへの

　　　　　　　話し掛けありません。表情の硬さ伺えます。今後も表情の観察、訴えの有無、不

満の有無の観察をしていくとともに、本人様からの話し掛けの無い時はこちらから

話し掛け関わり持つ様にしていきましょう。

＜川端Ｄｒ受け持ち患者様について＞
榊　由蔵様～市民病院にて閉塞性黄疸の為、入院していましたが、ステント交換後、胆汁の流出

　　　　　　が良好となり、黄疸も改善された為、市民病院を退院されています。今後も引き続き黄疸の観察（皮膚、眼球等）を行なっていきましょう。

水梨　孝純様～椅子へ座り、介助にてせんべいを食べる事出来ています。今後も状態を見て食べれそうな時は介入しきましょう。排便が不規則な為、シンラック処方となります

入浴日前日（月、水、金）の夕食時アイソジェンに10滴服用して下さい。







